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1. 概要(Abstract)
 兵庫県立大学西はりま天文台で 2014 年 6月 3 日と 9 日に観測された M101 と M100 の分光 

画像を解析して𝐻α線の赤方偏移を測定し、赤方偏移をドップラー効果によるものだとみなして 2

銀河の後退速度を算出した。2 銀河は距離が定められており、ハッブルの法則からハッブル定数

を決定した。 

2. 目的(Purpose)
 M101 はおおぐま座の方角で地球からの距離は 7.4±0.6Mpc(Kelson 𝑒𝑡 𝑎𝑙.1996)M100 はおと

め座の方角で距離は 16.1±1.3Mpc(Ferrarese 𝑒𝑡 𝑎𝑙.1996)である。距離が既知の銀河を観測する

ことによりハッブル定数を決定する。 

3. 方法(Method)
◇ 観測対象・観測日 

M101 (RA:14h03m12s, DEC:+54d20m54s) ・2014 年 6 月 3 日 (600s×1) 

M100 (RA:12h22m54s, DEC:+15d49m20s) ・2014 年 6 月 9 日 (1200s×3) 

◇ 観測装置・検出器  

西はりま天文台 なゆた望遠鏡 (2.0m反射望遠鏡)  

可視光中低分散分光器 MALLS (Grating 1800, 0.8”, R=7000) 

 リダクションにはアメリカ国立光学天文台の IRAFを使用し、ダーク引き・フラット割りを行

った上で、Fe-Ne-Ar の比較光源を撮影したコンパリソンを用いて波長同定を行った。ただし、

分光標準星によるスペクトルの強度較正は行っていない。解析には国立天文台の「すばる画像処

理ソフト makali`i」を使用し、𝐻α輝線(6563 Å)の赤方偏移を、グラフ機能を用いて測定した。

M100 に関してはカウント値が小さかったため、1200s積分の画像を 3 枚足し合わせた。 

銀河の距離𝑟と後退速度𝑣は𝐻0を定数(ハッブル定数)として比例の関係にあり(3.1)式で表せる。

𝑣 = 𝐻0𝑟     ⋯ (3.1) 

解析から得られる後退速度𝑉は、光速を𝑐、観測された波長を𝜆、地球上での静止波長を𝜆0として

(3.2)式で表せる。𝑉は太陽系に対する後退速度(Heliocentric radial velocity)であるので、銀河系

に対する後退速度𝑣に(3.3)式を用いて補正した。𝑙, 𝑏はそれぞれ銀緯、銀経である。 

𝑉 = 𝑐
𝜆 − 𝜆0

𝜆0
     ⋯ (3.2) 

𝑣 = 𝑉 + 9 cos 𝑙 cos 𝑏 + 232 sin 𝑙 cos 𝑏 + 7 sin 𝑏     ⋯ (3.3) 
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